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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給水路から供給される非加熱状態の低温水、又は、当該低温水を昇温して得られる湯を
含む昇温水を浴槽に供給可能な湯水供給部と、
　前記湯水供給部の作動を制御する湯水供給制御部と、
　前記浴槽内での湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部とが設けられ、
　前記湯水供給制御部が、
　前記浴槽に湯水を目標水位でかつ目標温度で蓄えるための湯張指令を受け付けると、前
記湯水供給部を作動させて前記浴槽に湯水を供給する湯水供給処理を実行するように構成
され、かつ、
　前記湯水供給処理を開始した後、前記貯留状態検出部の検出結果に基づいて前記浴槽に
湯水が貯えられているか否かを判定する貯留状態判定処理を実行するように構成されてい
る風呂用給湯装置であって、
　前記湯水供給制御部が、前記貯留状態判定処理の判定が行われる前に前記湯水供給処理
を行うとき、前記湯水供給部から前記低温水を前記浴槽に供給するように構成され、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理において、前記湯水貯留状態であると判
定された後に前記湯水供給処理を行うときには、前記湯水供給部から前記目標温度よりも
高温の前記昇温水を前記浴槽に供給し、前記浴槽に湯水が貯留されていない非湯水貯留状
態であると判定された場合には、前記湯水供給処理を中止する風呂用給湯装置。
【請求項２】
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　前記湯水供給制御部は、前記湯水供給処理の開始後の湯水の積算供給量が設定積算供給
量となったとき、又は、前記湯水供給処理の開始後の経過時間が設定経過時間となったと
きに、前記貯留状態判定処理を実行する請求項１に記載の風呂用給湯装置。
【請求項３】
　前記湯水供給部に加熱部が設けられ、前記浴槽に供給される前記昇温水が前記加熱部に
よって加熱された湯水である請求項１又は２に記載の風呂用給湯装置。
【請求項４】
　前記湯水供給部に前記昇温水を貯留する貯湯タンクが接続され、当該貯湯タンクから前
記浴槽に前記昇温水が供給される請求項１～３のいずれか１項に記載の風呂用給湯装置。
【請求項５】
　前記湯水供給部が当該湯水供給部から前記浴槽に供給する前記昇温水の温度を変更可能
に構成され、
　前記浴槽に貯えられている湯水の水位を検出する前記貯留状態検出部としての水位検出
部と、前記浴槽に貯えられている湯水の温度を検出する湯水温検出部とを備え、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理にて前記湯水貯留状態であると判定され
た後に前記湯水供給処理を行うとき、前記水位検出部により検出された前記浴槽に貯えら
れた湯水の水位が予め設定された前記目標水位となる前に、前記湯水温検出部により検出
された前記浴槽に貯えられた湯水の温度が予め設定された前記目標温度に到達した場合に
は、前記湯水供給部から前記浴槽に供給する前記昇温水の温度を前記目標温度に変更し、
前記目標水位となるまで前記目標温度の前記昇温水を前記浴槽に供給する請求項１～４の
いずれか１項に記載の風呂用給湯装置。
【請求項６】
　前記浴槽内の湯水を加熱する加熱部を備え、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理にて前記湯水貯留状態であると判定され
た後に前記湯水供給処理を行うとき、前記浴槽に貯えられた湯水の水位が前記目標水位と
なった時に前記浴槽に貯えられた湯水の温度が前記目標温度に到達しない場合には、前記
目標水位において前記昇温水の供給を停止し、前記浴槽に貯えられた湯水を前記加熱部に
よって前記目標温度となるまで加熱する請求項５に記載の風呂用給湯装置。
【請求項７】
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理にて前記湯水貯留状態であると判定され
た後に前記湯水供給処理を行うとき、前記浴槽に貯えられた湯水の水位が前記目標水位と
なった時に前記浴槽に貯えられた湯水の温度が前記目標温度に到達しない場合には、前記
湯水の温度が前記目標温度となるまで前記昇温水の供給を継続する請求項５に記載の風呂
用給湯装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、給水路から供給される非加熱状態の低温水、又は、当該低温水を昇温して得
られる湯を含む昇温水を浴槽に供給可能な湯水供給部と、湯水供給部の作動を制御する湯
水供給制御部と、浴槽内での湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部とが設けられ、湯
水供給制御部が、浴槽に湯水を蓄えるための湯張指令を受け付けると、湯水供給部を作動
させて浴槽に湯水を供給する湯水供給処理を実行するように構成され、かつ、湯水供給処
理を開始した後、貯留状態検出部の検出結果に基づいて浴槽に湯水が貯えられているか否
かを判定する貯留状態判定処理を実行するように構成されている風呂用給湯装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　かかる風呂用給湯装置は、湯張り時において、浴槽内に湯水を供給した後に、貯留状態
検出部の検出結果に基づいて浴槽に湯水が貯えられているか否かを判定するものであり、
浴槽に湯水が貯えられていないと判定された場合には、浴槽の排水栓が開いているものと
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判断するものである。
【０００３】
　かかる風呂用給湯装置の従来例として、湯張り時において、浴槽内に供給した湯量がバ
スアダプターレベルを超える水位に相当する湯量となると、バスアダプターから浴槽内の
湯水を取り入れる追焚循環路に設けられた水流スイッチにより、浴槽内の水位がバスアダ
プターレベルを超える水位となっているか否かを検知し、バスアダプターレベル以上の水
位を検知することができない場合には、浴槽の排水栓が開いていると判断して、湯の供給
を中止するものがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０３―１４０７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の風呂用給湯装置では、浴槽の排水栓が開いている場合において、
湯張りの開始時から浴槽に湯水が貯えられているか否かが判定されるまでの間において、
浴槽内に供給した加熱状態の湯水が浴槽の排水口から排水されてしまうこととなるので、
湯水を加熱するために要したエネルギーが無駄になるという問題がある。
【０００６】
　本発明は、かかる点に着目してなされたものであり、その目的は、湯張り時において、
浴槽に供給する湯水の加熱に要したエネルギーが無駄になることを防止することができる
風呂用給湯装置を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的を達成するための本発明に係る風呂用給湯装置は、
　給水路から供給される非加熱状態の低温水、又は、当該低温水を昇温して得られる湯を
含む昇温水を浴槽に供給可能な湯水供給部と、
　前記湯水供給部の作動を制御する湯水供給制御部と、
　前記浴槽内での湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部とが設けられ、
　前記湯水供給制御部が、
　前記浴槽に湯水を目標水位でかつ目標温度で蓄えるための湯張指令を受け付けると、前
記湯水供給部を作動させて前記浴槽に湯水を供給する湯水供給処理を実行するように構成
され、かつ、
　前記湯水供給処理を開始した後、前記貯留状態検出部の検出結果に基づいて前記浴槽に
湯水が貯えられているか否かを判定する貯留状態判定処理を実行するように構成されてい
る風呂用給湯装置であって、その特徴構成は、
　前記湯水供給制御部が、前記貯留状態判定処理の判定が行われる前に前記湯水供給処理
を行うとき、前記湯水供給部から前記低温水を前記浴槽に供給するように構成され、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理において、前記湯水貯留状態であると判
定された後に前記湯水供給処理を行うときには、前記湯水供給部から前記目標温度よりも
高温の前記昇温水を前記浴槽に供給し、前記浴槽に湯水が貯留されていない非湯水貯留状
態であると判定された場合には、前記湯水供給処理を中止する点にある。 
【０００８】
　上記特徴構成によれば、湯張指令を受け付けた後、浴槽に湯水が貯留された湯水貯留状
態であると判定される前の湯水供給処理では、湯水供給部から非加熱状態の低温水が浴槽
に供給される。よって、浴槽の排水栓が開いた状態で湯張りを開始してしまった場合には
、低温水が浴槽から排水されてしまうが、低温水は加熱されたものではないので、例えば
、低温水を加熱した加熱状態の湯水が浴槽に供給されて排水されたとした場合に比べて、
湯水の加熱に要したエネルギーが無駄になることを防止することができる。
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【０００９】
　つまり、本特徴構成によれば、浴槽への湯張りの開始後、貯留状態であると判定される
前においては、低温水が浴槽に供給されるように構成されているので、浴槽の排水栓が開
いている場合でも、加熱状態の湯水が浴槽から排水されることがなく、湯水の加熱に要し
たエネルギーが無駄になることを防止することができる。
　また、上記特徴構成によれば、貯留状態判定処理において、浴槽に湯水が貯留された湯
水貯留状態であると判定された後に、つまり、浴槽の排水栓が閉じられていると判断され
た後に、低温水を昇温して得られる湯を含む昇温水を浴槽に供給するので、昇温水が浴槽
から無駄に排水されてしまうことを防止することができる。また、昇温水を浴槽に供給す
ることで、昇温水が、貯留状態判定処理が行われる前に浴槽に供給された低温水と浴槽内
で混合して、浴槽内に貯留される湯水の温度を上昇させることができる。
　一方、貯留状態判定処理において、浴槽に湯水が貯留されていない非湯水貯留状態であ
ると判定された場合には、浴槽の排水栓が開いた状態となっており、浴槽に供給された湯
水が浴槽から排水されていることを判断することができるので、低温水及び昇温水が浴槽
に供給されることを中止して、浴槽に供給する低温水及び昇温水が浴槽から無駄に排水さ
れてしまうことを防止することができる。
【００１０】
　本発明に係る風呂用給湯装置の更なる特徴構成は、
　前記湯水供給制御部は、前記湯水供給処理の開始後の湯水の積算供給量が設定積算供給
量となったとき、又は、前記湯水供給処理の開始後の経過時間が設定経過時間となったと
きに、前記貯留状態判定処理を実行する点にある。
【００１１】
　上記特徴構成によれば、湯水供給処理の開始後の湯水の積算供給量が設定積算供給量と
なったとき、又は、湯水供給処理の開始後の経過時間が設定経過時間となったときに、排
水栓が閉じられていれば、少なくとも所定量以上の湯水が浴槽に貯留された状態となって
る。よって、少なくとも所定量以上の湯水が浴槽に貯留されているかを否かを判定するこ
とで、排水栓が閉じられているか否かを検出することができる。
【００１５】
　本発明に係る風呂用給湯装置の更なる特徴構成は、
　前記湯水供給部に加熱部が設けられ、前記浴槽に供給される前記昇温水が前記加熱部に
よって加熱された湯水である点にある。
【００１６】
　上記特徴構成によれば、湯水供給部に加熱部が設けられているので、給水路から湯水供
給部に供給される非加熱状態の低温水を昇温した昇温水を浴槽に供給することができる。
【００１７】
　本発明に係る風呂用給湯装置の更なる特徴構成は、
　前記湯水供給部に前記昇温水を貯留する貯湯タンクが接続され、当該貯湯タンクから前
記浴槽に前記昇温水が供給される点にある。
【００１８】
　上記特徴構成によれば、湯水供給部に昇温水を貯留する貯湯タンクが接続されているの
で、貯湯タンクに貯留された昇温水を有効に利用することができる。また、例えば、貯湯
タンクに熱電併給装置等において発生する熱を利用して低温水を昇温させた昇温水を貯留
して、浴槽に湯水が貯留された湯水貯留状態であると判定された後の湯水供給処理におい
て貯湯タンクの昇温水を浴槽に供給することで、熱電併給装置等において発生した熱を有
効利用することができる。
【００１９】
　本発明に係る風呂用給湯装置の更なる特徴構成は、
　前記湯水供給部が当該湯水供給部から前記浴槽に供給する前記昇温水の温度を変更可能
に構成され、
　前記浴槽に貯えられている湯水の水位を検出する前記貯留状態検出部としての水位検出
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部と、前記浴槽に貯えられている湯水の温度を検出する湯水温検出部とを備え、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理にて前記湯水貯留状態であると判定され
た後に前記湯水供給処理を行うとき、前記水位検出部により検出された前記浴槽に貯えら
れた湯水の水位が予め設定された目標水位となる前に、前記湯水温検出部により検出され
た前記浴槽に貯えられた湯水の温度が予め設定された目標温度に到達した場合には、前記
湯水供給部から前記浴槽に供給する前記昇温水の温度を前記目標温度に変更し、前記目標
水位となるまで前記目標温度の前記昇温水を前記浴槽に供給する点にある。
【００２０】
　上記特徴構成によれば、湯水貯留状態であると判定された後に湯水供給処理を行うとき
、浴槽内の湯水の水位が目標水位となる前に浴槽内の湯水の温度が目標温度に到達した場
合には、その後、目標水位となるまで昇温水を供給する。つまり、浴槽内の水位が目標水
位となった時には、浴槽内の水温が目標水温となっているので、例えば追焚等を行うこと
で浴槽内の湯水を再加熱することを必要とせずに、浴槽内の湯水の温度及び水位を、迅速
に使用者によって設定された目標温度及び目標水位とすることができる。
【００２１】
　本発明に係る風呂用給湯装置の更なる特徴構成は、
　前記浴槽内の湯水を加熱する加熱部を備え、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理にて前記湯水貯留状態であると判定され
た後に前記湯水供給処理を行うとき、前記浴槽に貯えられた湯水の水位が前記目標水位と
なった時に前記浴槽に貯えられた湯水の温度が前記目標温度に到達しない場合には、前記
目標水位において前記昇温水の供給を停止し、前記浴槽に貯えられた湯水を前記加熱部に
よって前記目標温度となるまで加熱する点にある。
【００２２】
　上記特徴構成によれば、湯水貯留状態であると判定された後に湯水供給処理を行うとき
、浴槽内の水位が目標水位となった時に浴槽に貯えられた湯水の温度が目標温度に到達し
ない場合には、目標水位において昇温水の供給を停止し、加熱部によって浴槽内の湯水を
目標温度となるまで加熱する。例えば、昇温水の温度が低い場合や、使用者によって設定
された目標水位が低いため昇温水の供給量が少なくなる場合において、目標水位になって
も浴槽内の湯水の温度が目標温度に到達しない場合でも、加熱部によって浴槽内の湯水を
目標温度となるまで加熱することで、浴槽内の湯水の温度及び水位を、使用者によって設
定された目標温度及び目標水位とすることができる。
【００２３】
　本発明に係る風呂用給湯装置の更なる特徴構成は、
　前記湯水供給制御部は、前記貯留状態判定処理にて前記湯水貯留状態であると判定され
た後に前記湯水供給処理を行うとき、前記浴槽に貯えられた湯水の水位が前記目標水位と
なった時に前記浴槽に貯えられた湯水の温度が前記目標温度に到達しない場合には、前記
湯水の温度が前記目標温度となるまで前記昇温水の供給を継続する点にある。
【００２４】
　上記特徴構成によれば、湯水貯留状態であると判定された後に湯水供給処理を行うとき
、浴槽内の湯水の水位が目標水位となった時に浴槽内の湯水の温度が目標温度に到達しな
い場合には、湯水の温度が目標温度となるまで昇温水の供給を継続する。例えば、昇温水
の温度が低い場合において、目標水位になっても浴槽内の湯水の温度が目標温度に到達し
ない場合でも、湯水の温度が目標温度となるまで昇温水の供給を継続することで、浴槽内
の湯水の水位が使用者によって設定された目標水位以上となるものの、浴室内の湯水を追
焚等により再加熱せずに、浴槽内の湯水の温度を使用者によって設定された目標温度とす
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】第１実施形態に係る風呂用給湯装置の全体構成図
【図２】第１実施形態に係る湯水供給部の構成を示すブロック図
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【図３】第１実施形態に係る湯水供給制御部による湯張運転の制御を示す図
【図４】第２実施形態に係る風呂用給湯装置の全体構成図
【図５】第２実施形態に係る湯水供給部の構成を示すブロック図
【図６】第２実施形態に係る湯水供給制御部による湯張運転の制御を示す図
【図７】第３実施形態に係る風呂用給湯装置の全体構成図
【発明を実施するための形態】
【００２６】
〔第１実施形態〕
　本発明に係る風呂用給湯装置の第１実施形態を、図面に基づいて説明する。
　図１に示すように、この風呂用給湯装置には、上水道等の給水源である給水路Ｃ５が接
続され、給水路Ｃ５から供給される低温水としての上水を加熱する加熱部Ａを備えた湯水
供給部１と、湯水供給部１の作動を制御する湯水供給制御部Ｈとが備えられている。
【００２７】
　湯水供給部１には、給水路Ｃ５と接続する給湯回路Ｃ３が設けられている。この給湯回
路Ｃ３は、一端が給水路Ｃ５に接続され、他端が浴槽Ｙ１に連通する循環路Ｃと接続され
ている。そして、上水の通流方向上流側から順に、通流量調整式の上流側給水電磁弁Ｋ１
、給水路Ｃ５から供給される上水の給水量を検出する上流側給湯水量センサＳ４、給水路
Ｃ５から供給される上水の温度を検出する入水サーミスタＳ３が設けられている。さらに
、加熱部Ａの熱交換器Ｎ、浴槽Ｙ１に供給する湯水の給水量を検出する下流側給湯水量セ
ンサＳ５、及び、逆止弁Ｋ３が、通流方向上流側から順に設けられている。
【００２８】
　上水を加熱する加熱部Ａは、熱交換器ＮとバーナＢとで構成されている。熱交換器Ｎに
は、複数のフィンが離間状態に設けられ、その複数のフィンを後述する循環路Ｃの一部及
び給湯回路Ｃ３の一部が貫通する状態で設けられて構成されている。そして、熱交換器Ｎ
の下方に設けられるバーナＢにて燃料ガスを燃焼させることによって生じる熱によって、
熱交換器Ｎ中を通過する循環路Ｃ内の湯水、又は、給湯回路Ｃ３内の上水を加熱するよう
に構成されている。また、バーナＢは、供給する燃料ガスの量を調整するガス電磁弁Ｋ２
によってその燃焼能力を調整することができるように構成されている。
　このようにして、給水路Ｃ５から供給される上水を加熱部Ａによって昇温して得られる
昇温水を浴槽Ｙ１に供給可能に構成され、また、湯水供給制御部Ｈが湯水供給部１から浴
槽Ｙ１に供給する昇温水の温度を変更可能に構成されている。
【００２９】
　給水路Ｃ５は、上述の如く、給湯回路Ｃ３の一端と接続されることに加えて、給湯回路
Ｃ３の熱交換器Ｎよりも上水通流方向の下流側においても、通流量調整式の下流側給水電
磁弁Ｋ４を介して給湯回路Ｃ３と接続されており、下流側給水電磁弁Ｋ４を開状態とする
ことで、給水路Ｃ５から供給される非加熱状態の上水を浴槽Ｙ１に供給することができる
。
【００３０】
　また、図１に示すように、浴室Ｙに設けられた浴槽Ｙ１には、浴槽Ｙ１の内側面の下部
に風呂アダプタＹ２が備えられ、この風呂アダプタＹ２に循環路Ｃが接続されている。ま
た、浴槽Ｙ１の底部に浴槽Ｙ１内の湯水を排水する排水口Ｙ４が設けられ、その排水口Ｙ
４を開閉することができる排水栓Ｙ３が設けられている。
【００３１】
　また、浴槽Ｙ１に備えられた風呂アダプタＹ２と湯水供給部１に備えられる加熱部Ａの
熱交換器Ｎとの間を、浴槽戻路Ｃ１と浴槽往路Ｃ２とから構成され且つ循環ポンプＰによ
り浴槽Ｙ１内の湯水を熱交換器Ｎとの間で強制循環させるように構成される循環路Ｃにて
接続して、湯水供給部１と浴槽Ｙ１との間で循環する浴槽Ｙ１内の湯水を加熱部Ａにて加
熱して浴槽Ｙ１に供給する循環加熱部Ｄが構成されている。よって、この循環加熱部Ｄは
、加熱部Ａ、循環ポンプＰ及び循環路Ｃによって構成されている。
【００３２】
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　循環路Ｃにおける浴槽戻路Ｃ１には、追焚運転における浴槽Ｙ１の湯水の通流方向にお
ける上流側から順に、循環ポンプＰ、浴槽Ｙ１に貯えられている湯水の温度を検出する湯
水温検出部としての浴槽戻りサーミスタＳ１が設けられている。その後、浴槽戻路Ｃ１は
、加熱部Ａの熱交換器Ｎ内を通過した後に、浴槽往路Ｃ２に接続されている。浴槽往路Ｃ
２には、湯水の通流方向における上流側から順に、追焚運転時における加熱後の湯水温度
を検出する浴槽往きサーミスタＳ２、浴槽Ｙ１内の水量を水圧にて検出することにより浴
槽Ｙ１に貯えられている湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部としての水位センサＳ
６（水位検出部に相当）が設けられている。
【００３３】
　また、湯水供給制御部Ｈに対して風呂用給湯装置の運転状態を指令するリモコンＲが湯
水供給制御部Ｈに接続されている。このリモコンＲは浴室Ｙ等に設けられている。リモコ
ンＲには入力部Ｒ１と報知部Ｒ２とが設けられている。この入力部Ｒ１から浴槽Ｙ１内に
貯留したい湯水の目標水位と目標温度とを設定可能に構成されている。また、入力部Ｒ１
には、追焚きを指令する追焚きボタンや湯張りを指令する湯張りボタンが設けられている
。
【００３４】
　ここで、追焚きボタンは、浴槽Ｙ１内に湯水がある状態から浴槽Ｙ１内の湯水水位を目
標水位とし且つ浴槽Ｙ１内の湯水温度を目標温度とする追焚運転を実行するための追焚指
令を湯水供給制御部Ｈに出力するためのものである。湯張りボタンは、浴槽Ｙ１内の湯水
水位を目標水位とし且つ浴槽Ｙ１内の湯水温度を目標温度とする湯張運転を実行すること
を指令する湯張指令を湯水供給制御部Ｈに出力するためのものである。
【００３５】
　また、風呂用給湯装置から風呂用給湯装置の利用者への情報の出力は、報知部Ｒ２から
行われるように構成されている。報知部Ｒ２は、例えば、液晶表示部又はスピーカ等で構
成されている。
【００３６】
　湯水供給部１の運転状態を制御する制御手段としての湯水供給制御部Ｈは、湯水供給部
１に装備され、マイクロコンピュータを備えたプログラム制御方式のコントローラで構成
されている。図２に示すように、湯水供給制御部Ｈは、浴槽戻りサーミスタＳ１、浴槽往
きサーミスタＳ２、入水サーミスタＳ３、上流側給湯水量センサＳ４、浴槽内湯水量検出
手段としての下流側給湯水量センサＳ５、及び、水位センサＳ６と通信可能に接続されて
、それらからの検出情報を入力可能に構成されている。
【００３７】
　水位センサＳ６は、水圧検出式に構成されて、湯水供給制御部Ｈは、例えば、風呂用給
湯装置の試運転時に計測した水量に基づく水位と水位センサＳ６にて計測した水圧との関
係をテーブルに保持するように構成されている。そして、湯水供給制御部Ｈは、水位セン
サＳ６にて検出した水圧値の情報と保持した水量に基づく水位と水圧との関係に基づいて
浴槽Ｙ１内の水位を検出するように構成されている。
　また、湯水供給制御部Ｈは、上流側給水電磁弁Ｋ１、下流側給水電磁弁Ｋ４、ガス電磁
弁Ｋ２、及び、循環ポンプＰと通信可能に接続されて、それらに対して作動を指令するよ
うに構成されている。さらに、湯水供給制御部Ｈは、ガス電磁弁Ｋ２の開度とバーナＢへ
のガス供給量との相関についてのテーブルを保持している。
【００３８】
　そして、湯水供給制御部Ｈは、湯水供給制御部Ｈに対して目標水位と目標温度等の情報
入力、及び、追焚きや湯張りを指令する入力部Ｒ１と通信可能に接続され、さらに、湯水
供給制御部Ｈから風呂用給湯装置の利用者への情報の出力を行う報知部Ｒ２と接続されて
いる。
【００３９】
　次に、湯水供給制御部Ｈによる湯張運転について説明する。
　使用者によりリモコンＲの入力部Ｒ１の湯張りボタンが操作されると、リモコンＲより
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浴槽Ｙ１に湯水を蓄える湯張りを指令する湯張指令が湯水供給制御部Ｈへ出力される。
　そして、湯水供給制御部Ｈは、浴槽Ｙ１に湯水を蓄えるための湯張指令を受け付けると
、湯水供給部１を作動させて浴槽Ｙ１に湯水を供給する湯水供給処理を実行するように構
成されている。そして、この湯水供給処理を開始した後、水位センサＳ６の検出結果に基
づいて浴槽Ｙ１に湯水が貯えられているか否かを判定する貯留状態判定処理を実行する。
【００４０】
　具体的には、湯水供給制御部Ｈは、湯張指令を受け付けた後の貯留状態判定処理におい
て、所定量以上の湯水、例えば、浴槽Ｙ１に予め定められた確認用水位に相当する設定積
算供給量以上の湯水が貯留された湯水貯留状態であると判定される前に湯水供給処理を行
うときは、湯水供給部１において、上流側給水電磁弁Ｋ１を閉じるとともに、下流側給水
電磁弁Ｋ４を開けて、給水路Ｃ５から上水を浴槽Ｙ１に供給する。
【００４１】
　つまり、湯水供給制御部Ｈは、湯張指令を受け付けると、下流側給水電磁弁Ｋ４を通し
て給水路Ｃ５から上水を浴槽Ｙ１に供給する。この時、循環ポンプＰは停止しており、給
水路Ｃ５から供給される上水は、浴槽戻路Ｃ１と浴槽往路Ｃ２との双方から浴槽Ｙ１に供
給される。また、ガス電磁弁Ｋ２は閉じられている。
【００４２】
　また、湯水供給制御部Ｈは、貯留状態判定処理において、湯水供給処理の開始後の湯水
の積算供給量が設定積算供給量となったときに、水位センサＳ６の検出結果に基づいて浴
槽Ｙ１に湯水が貯えられているか否かを判定する。
【００４３】
　具体的には、湯水供給制御部Ｈは、下流側給湯水量センサＳ５にて検出された湯水供給
処理を開始してからの湯水供給量が設定積算供給量になったときに、浴槽Ｙ１内の湯水の
水位が水位センサＳ６にて確認用水位であることが検出されるか否かを検出し、確認用水
位であることが検出された場合には、浴槽Ｙ１に湯水が貯えられた湯水貯留状態であると
判定し、浴槽Ｙ１の排水栓Ｙ３が閉じられた状態であると判断し、一方、確認用水位であ
ることが検出されない場合には、浴槽Ｙ１に湯水が貯えられていない非湯水貯留状態であ
ると判定し、浴槽Ｙ１の排水栓Ｙ３が開かれた状態であると判断する。
【００４４】
　さらに、湯水供給制御部Ｈは、貯留状態判定処理において湯水貯留状態であると判定さ
れた後に湯水供給処理を行うとき、下流側給水電磁弁Ｋ４を閉じ、上流側給水電磁弁Ｋ１
及びガス電磁弁Ｋ２を開いて、湯水供給部１から昇温水を浴槽Ｙ１に供給し、一方、浴槽
Ｙ１に湯水が貯留されていない非湯水貯留状態であると判定された場合には、下流側給水
電磁弁Ｋ４を閉じて、湯水供給処理を中止する。
【００４５】
　具体的には、湯水供給制御部Ｈは、貯留状態判定処理にて湯水貯留状態であると判定さ
れた後に、湯水供給処理として昇温水の浴槽Ｙ１への供給を行う場合には、ガス電磁弁Ｋ
２を所定の開度となるように調整して、バーナＢを所定の燃焼能力にて燃焼させ、且つ、
上流側給水電磁弁Ｋ１を所定開度に調整して、給湯回路Ｃ３に給水源からの上水を給水圧
によって通流させる。これにより、加熱部Ａにて上水が加熱されて昇温水となって、浴槽
Ｙ１に供給される。
【００４６】
　また、昇温水を浴槽Ｙ１へ供給するときは、循環ポンプＰは停止しており、昇温水は浴
槽戻路Ｃ１と浴槽往路Ｃ２との双方から浴槽Ｙ１に供給される。なお、湯水供給処理にお
いて浴槽Ｙ１に供給する昇温水の温度は、貯留状態判定処理において湯水貯留状態である
と判定される前に浴槽Ｙ１に貯留された上水を昇温させるため湯張りの目標温度よりも高
温とされる。その際、ガス電磁弁Ｋ２の開度を調整して加熱部Ａにおける熱効率が、例え
ば、最大となる燃焼状態で上水を加熱して昇温水とする。
【００４７】
　そして、昇温水の浴槽Ｙ１への供給により、水位センサＳ６によって浴槽Ｙ１に貯えら
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れた湯水の水位が予め設定された目標水位となる前に、浴槽戻りサーミスタＳ１によって
検出された浴槽Ｙ１に貯えられた湯水の温度が予め設定された目標温度に到達した場合に
は、湯水供給部１から浴槽Ｙ１に供給する昇温水の温度を、ガス電磁弁Ｋ２の開度を調整
して目標温度に変更し、目標水位となるまで目標温度の昇温水を浴槽Ｙ１に供給する。
　なお、浴槽Ｙ１に貯えられた湯水の温度の検出は、循環ポンプＰを作動させて循環路Ｃ
に浴槽Ｙ１の湯水を循環させることで浴槽戻りサーミスタＳ１によって行われる。この温
度の検出は、浴槽Ｙ１への所定の昇温水の供給量毎に行われる。
【００４８】
　一方、浴槽Ｙ１に貯えられた湯水の水位が目標水位となった時に浴槽Ｙ１に貯えられた
湯水の温度が目標温度に到達しない場合には、目標水位となったときに上流側給水電磁弁
Ｋ１及びガス電磁弁Ｋ２を閉じて昇温水の供給を停止し、浴槽Ｙ１に貯えられた湯水を循
環ポンプＰと加熱部Ａと循環路Ｃによって構成される循環加熱部Ｄにおいて循環させて目
標温度となるまで上述の追焚運転を実行して加熱する。
【００４９】
　追焚運転は、ガス電磁弁Ｋ２を所定の開度となるように調整してバーナＢを所定の燃焼
能力にて燃焼させ、且つ、循環ポンプＰを所定の回転数で駆動して、循環路Ｃに浴槽Ｙ１
内の湯水を循環させることにより、加熱部Ａにて湯水を浴槽往きサーミスタＳ２で所定の
温度が検出されるように加熱した後、浴槽Ｙ１に供給するように構成されている。この追
焚運転は、湯水温検出部としての浴槽戻りサーミスタＳ１にて検出される温度が目標温度
となるまで継続される。
【００５０】
　次に、湯水供給制御部Ｈによる湯張運転の制御について、図３のフローチャートに基づ
いて説明する。
　使用者によるリモコンＲの湯張りボタンの操作により、湯水供給制御部Ｈに湯張指令が
指令されると（＃１）、下流側給水電磁弁Ｋ４を開けて給水路Ｃ５から浴槽Ｙ１への低温
水としての上水の供給が開始される（＃２）。給水路Ｃ５から浴槽Ｙ１への上水の供給を
開始した後、下流側給湯水量センサＳ５により、湯水供給処理の開始後の湯水の積算供給
量が予め定められた設定積算供給量となるまで上水を供給する（＃３）。設定積算供給量
となると、下流側給水電磁弁Ｋ４を閉じて、給水路５から浴槽Ｙ１への上水の供給を停止
する（＃４）。そして、貯留状態判定処理として、浴槽Ｙ１内の湯水の水位が水位センサ
Ｓ６にて予め定められた設定積算供給量に対応する確認用水位であることが検出されるか
否かを検出する（＃５）。
【００５１】
　ここで、確認用水位であることが検出された場合には、浴槽Ｙ１の排水栓Ｙ３が閉じら
れた状態であると判断して、湯水供給部１において、上流側給水電磁弁Ｋ１及びガス電磁
弁Ｋ２を開けるとともに、下流側給水電磁弁Ｋ４を閉じて、昇温水の浴槽Ｙ１への供給を
開始する（＃６）。
　一方、確認用水位であることが検出されない場合には、浴槽Ｙ１の排水栓Ｙ３が開かれ
た状態であると判断して、湯水供給処理を中止し、報知部Ｒ２より排水栓Ｙ３が開かれた
状態となっていることを報知する（＃１６）。これにより、排水栓Ｙ３が開かれた状態と
なっていることを利用者に報知することができる。
【００５２】
　浴槽Ｙ１の排水栓Ｙ３が閉じられた状態であると判断され、昇温水の浴槽Ｙ１への供給
が開始されると（＃６）、浴槽戻りサーミスタＳ１によって検出される浴槽Ｙ１内の湯水
の温度が目標温度となっているかが判断され（＃７）、浴槽Ｙ１内の湯水の温度が目標温
度となっていない場合は、浴槽Ｙ１内の湯水の水位が目標水位となっているかが判断され
る（＃８）。
　なお、浴槽Ｙ１内の湯水の温度の検出は、浴槽Ｙ１への所定の昇温水の供給量毎に、昇
温水の浴槽Ｙ１への供給を中断して、循環ポンプＰにより浴槽Ｙ１内の湯水を循環路Ｃに
循環させて、浴槽戻りサーミスタＳ１により検出する。
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【００５３】
　ここで、目標水位となっていない場合は、再度、浴槽Ｙ１内の湯水の温度が目標温度と
なっているかが判断される（＃７）。一方、目標水位となっている場合は、上流側給水電
磁弁Ｋ１及びガス電磁弁Ｋ２を閉じて、昇温水の供給を停止し（＃９）、追焚運転を開始
する（＃１０）。その後、浴槽Ｙ１の湯水の温度が目標温度となるまで追焚運転を継続し
（＃１１）、目標温度となると追焚運転を停止する（＃１２）。これにより、浴槽Ｙ１内
の湯水を設定温度かつ設定水位の湯張り状態とすることができる。
【００５４】
　一方、浴槽Ｙ１内の湯水の温度が目標温度となっているかの判断（＃７）において、浴
槽Ｙ１内の湯水の温度が目標温度となっている場合は、浴槽Ｙ１へ供給する昇温水の温度
を目標温度に変更する（＃１３）。その後、浴槽Ｙ１の湯水の水位が目標水位となるまで
目標温度の昇温水の供給を継続し（＃１４）、目標水位となると昇温水の供給を停止する
（＃１５）。これにより、浴槽Ｙ１内の湯水を設定温度かつ設定水位の湯張り状態とする
ことができる。
【００５５】
〔第２実施形態〕
　本発明に係る風呂用給湯装置の第２実施形態について図４～６に基づいて説明する。こ
の第２実施形態に係る風呂用給湯装置では、第１実施形態に係る風呂用給湯装置に対し、
浴槽Ｙ１に接続される循環路Ｃが設けられておらず、給湯回路Ｃ３の下流側が浴槽Ｙ１に
接続されている点、及び、浴槽Ｙ１に設けられた風呂アダプタＹ２に浴槽Ｙ１内の湯水の
温度を検出する浴槽サーミスタＳ７が設けられている点で異なっている。以下に、第１実
施形態と異なる構成について具体的に説明し、同様の構成については説明を省略する。
【００５６】
　第２実施形態に係る風呂用給湯装置の給湯回路Ｃ３は、一端が給水路Ｃ５に接続され、
他端が浴槽Ｙ１の風呂アダプタＹ２に接続されている。そして、給湯回路Ｃ３には、上水
の通流方向上流側から順に、上流側給水電磁弁Ｋ１、上流側給湯水量センサＳ４、入水サ
ーミスタＳ３が設けられている。さらに、加熱部Ａの熱交換器Ｎ、下流側給湯水量センサ
Ｓ５、逆止弁Ｋ３、給水路Ｃ５から供給される上水又は加熱部Ａにより加熱された昇温水
の温度を検出する給湯サーミスタＳ８、浴槽Ｙ１内の水量を水圧にて検出することにより
浴槽Ｙ１に貯えられている湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部としての水位センサ
Ｓ６が設けられている。
【００５７】
　また、上記第１実施形態では、循環路Ｃ内に浴槽Ｙ１内の湯水を循環させることで、浴
槽Ｙ１の湯水の温度を検出する湯水温度検出部としての浴槽戻りサーミスタＳ１が、浴槽
戻路Ｃ１に設けられたが、この第２実施形態では、浴槽Ｙ１に設けられた風呂アダプタＹ
２に浴槽Ｙ１内の湯水の温度を検出する湯水温検出部としての浴槽サーミスタＳ７が設け
られている。よって、第２実施形態では、湯水貯留状態であると判定された後に湯水供給
処理を行うときにおいて、昇温水の浴槽Ｙ１への供給を継続する状態で、浴槽Ｙ１の湯水
の温度が検出される。
【００５８】
　この第２実施形態の湯水供給制御部Ｈは、図５に示すように、入水サーミスタＳ３、上
流側給湯水量センサＳ４、下流側給湯水量センサＳ５、水位センサＳ６、浴槽サーミスタ
Ｓ７、及び、給湯サーミスタＳ８と通信可能に接続されて、それらからの検出情報を入力
可能に構成されている。
【００５９】
　そして、第２実施形態では、上述の如く、循環路Ｃが設けられていないことにより追焚
運転ができないので、上記第１実施形態における湯張運転の制御と比べて、湯水貯留状態
であると判定された後の湯水供給処理において、浴槽Ｙ１内の湯水の水位が目標水位とな
った時に浴槽Ｙ１内の湯水の温度が目標温度に到達しない場合の制御が異なる。
【００６０】
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　具体的には、図６に示すように、湯水貯留状態であると判定された後に湯水供給処理を
行うときにおいて、浴槽Ｙ１内の湯水の水位が目標水位となった時に浴槽Ｙ１内の湯水の
温度が目標温度に到達しない場合には、その後、浴槽Ｙ１の湯水の温度が目標温度となる
まで昇温水の供給を継続し（＃２９）、目標温度となると昇温水の供給を停止する（＃３
０）ように制御される。
【００６１】
　なお、第２実施形態における湯水供給制御部Ｈによる湯張運転の制御のステップ♯２１
から♯２８、及び、ステップ♯３１から♯３４については、図３のフローチャートに示し
た第１実施形態における湯水供給制御部Ｈによる湯張運転の制御のステップ♯１から♯８
、及び、ステップ♯１３から♯１６と同様であるため説明を省略する。
【００６２】
　これにより、目標水位が低い場合や昇温水の温度が低い場合において、目標水位になっ
ても浴槽Ｙ１内の湯水の温度が目標温度に到達しない場合でも、湯水の温度が目標温度と
なるまで昇温水の供給を継続することで、浴槽Ｙ１内の湯水の水位が使用者によって設定
された目標水位以上となるが、浴室内の湯水を追焚等により再加熱せずに、浴槽Ｙ１内の
湯水の温度を使用者によって設定された目標温度とすることができる。
【００６３】
〔第３実施形態〕
　本発明に係る風呂用給湯装置の第３実施形態について図７に基づいて説明する。この３
実施形態に係る風呂用給湯装置では、第１実施形態に係る風呂用給湯装置に対し、給湯回
路Ｃ３の上流側に、上水及び昇温水を貯留することができる貯湯タンクＴが設けられてい
る点で異なるものである。
【００６４】
　なお、第３実施形態における湯水供給制御部Ｈによる湯張運転の制御については、図３
のフローチャートに示した第１実施形態における湯水供給制御部Ｈによる湯張運転の制御
と同様であるため説明を省略する。
【００６５】
　第３実施形態に係る風呂用給湯装置には、図７に示すように、給湯回路Ｃ３の上流側に
設けられた上流側給水電磁弁Ｋ１と給水路Ｃ５との間に、給水路Ｃ５から供給された上水
を貯留することができる貯湯タンクＴが設けられている。
【００６６】
　そして、貯湯タンクＴと熱及び電力を発生する熱電併給装置Ｖとの間を、貯湯タンクＴ
に貯留された上水がタンク用循環流路Ｖ２を通って循環するように構成されている。これ
により、貯湯タンクＴに貯留された湯水をタンク用循環流路Ｖ２に通流させ、熱電併給装
置Ｖで発生した熱により加熱して昇温水とすることができる。また、タンク用循環流路Ｖ
２を流れる湯水の流量が調整され、熱電併給装置Ｖを通った湯水は、例えば、７５℃程度
の昇温水となって貯湯タンクＴに貯留される。
【００６７】
　そして、貯湯タンクＴと上流側給水電磁弁Ｋ１を接続する接続流路には、貯湯タンクＴ
から昇温水を給湯回路Ｃ３に供給する貯湯タンク用ポンプＰ１が設けられている。また、
貯湯タンク用ポンプＰ１の下流側に設けられた入水サーミスタＳ３により、貯湯タンクＴ
から給湯回路Ｃ３に流出する昇温水の温度が検出され加熱部Ａの加熱状態が制御されるよ
うに構成されている。
【００６８】
　よって、この第３実施形態に係る風呂用給湯装置では、貯湯タンクＴから昇温水が給湯
回路Ｃ３に供給されるので、貯留状態判定処理にて湯水貯留状態であると判定された後に
、湯水供給処理として昇温水の浴槽Ｙ１への供給を行う場合には、ガス電磁弁Ｋ２を閉じ
てバーナＢを燃焼させない状態で、貯湯タンク用ポンプＰ１を作動させることで７５℃の
昇温水を浴槽Ｙ１に供給することができる。なお、さらに高温の昇温水を浴槽Ｙ１へ供給
する場合には、ガス電磁弁Ｋ２を開けてバーナＢを燃焼させることで昇温水を加熱するこ
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とができる。
【００６９】
　また、浴槽Ｙ１に目標温度の昇温水を供給する場合において、貯湯タンクＴの昇温水が
、目標温度よりも高い温度になっている場合には、ガス電磁弁Ｋ２を閉じてバーナＢを燃
焼させない状態で、貯湯タンク用ポンプＰ１を作動させて、貯湯タンクＴから給湯回路Ｃ
３に昇温水を供給するとともに、給湯回路Ｃ３の下流側に接続された下流側給水電磁弁Ｋ
４を開けて、給湯回路Ｃ３を通流する昇温水に上水を混合することで、浴槽Ｙ１に供給す
る昇温水の温度を目標温度に調整することができる。
【００７０】
　このように貯湯タンクＴに昇温水が貯留されるので、貯留された昇温水を有効に利用す
ることができる。また、熱電併給装置Ｖにおいて発生する熱により上水を加熱して昇温水
として貯湯タンクＴに貯留し、浴槽Ｙ１に湯水が貯留された湯水貯留状態であると判定さ
れた後の湯水供給処理において貯湯タンクＴの昇温水を浴槽Ｙ１に供給するので、熱電併
給装置Ｖにおいて発生する熱を有効利用することができる。
【００７１】
〔別実施形態〕
　以下、別実施形態を列記する。
（１）上記実施形態では、湯水供給制御部Ｈが、湯水供給処理を開始してからの湯水供給
量が予め定められた設定積算供給量に相当する確認用水位になったときに、確認用水位で
あることが検出されるか否かを検出して、浴槽Ｙ１内に湯水が貯えられているか否かを判
定する貯留状態判定処理を実行するように構成されたが、これに限らず、湯水供給制御部
Ｈが、湯水供給処理の開始後の経過時間が設定経過時間となったときに、浴槽Ｙ１に湯水
が貯えられているか否かを判定する貯留状態判定処理を実行するように構成してもよい。
例えば、湯水供給処理の開始後の経過時間が予め設定された設定経過時間となったとき、
貯留状態検出部によって浴槽Ｙ１に貯留された湯水の量が設定経過時間に対応する設定経
過時間湯水量であることが検出される場合には、浴槽Ｙ１に湯水が貯留された湯水貯留状
態であることを判定することができ、一方、貯留状態検出部によって浴槽Ｙ１に貯留され
た湯水の量が設定経過時間に対応する設定経過時間湯水量であることが検出されない場合
には、浴槽Ｙ１に湯水が貯留された湯水貯留状態となっていないことを判定することがで
きる。
【００７２】
（２）上記第１実施形態では、浴槽Ｙ１内の湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部を
水位センサＳ６としたが、これに限らず、貯留状態検出部を、循環路Ｃ内に設けられた湯
水の流れを検出する水流スイッチにて構成してもよい。これにより、水流スイッチによっ
て水流が検出された場合には、浴槽Ｙ１内の水位が循環路Ｃがバスアダプターレベル以上
の水位であることを検知することができる。
【００７３】
（３）上記第２実施形態では、浴槽Ｙ１内の湯水の貯留状態を検出する貯留状態検出部を
水位センサＳ６としたが、これに限らず、貯留状態検出部を浴槽サーミスタＳ７にて構成
してもよい。
　具体的には、浴槽サーミスタＳ７に電圧を印加することにより、浴槽サーミスタＳ７の
温度が上昇するが、その温度上昇時の温度上昇率は、浴槽サーミスタＳ７が空気中にある
時は、湯水中にある時よりも大きくなる。よって、例えば、浴槽サーミスタＳ７に所定の
電圧を印加して、浴槽サーミスタＳ７の空気中における温度上昇率、又は、湯水中におけ
る温度上昇率を予め求めておき、湯水供給処理の開始後の貯留状態判定処理において、所
定の電圧を浴槽サーミスタＳ７に印加して温度上昇率を検出する。そして、検出した温度
上昇率と、予め求めておいた空気中における温度上昇率、又は、湯水中における温度上昇
率とを比較することで、浴槽サーミスタＳ７が空気中にあるか、又は、湯水中にあるかを
判断することで、浴槽Ｙ１内において浴槽サーミスタＳ７の配置箇所以上の水位にまで湯
水が貯留された湯水貯留状態であるか否かを判定することができる。
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（４）上記第１実施形態では、給湯回路Ｃ３において、上水の通流方向上流側から順に、
上流側給水電磁弁Ｋ１、上流側給湯水量センサＳ４、入水サーミスタＳ３、加熱部Ａの熱
交換器Ｎ、下流側給湯水量センサＳ５、逆止弁Ｋ３が設けられたが、これらの弁、サーミ
スタ、及び、センサの配置形態は、これに限定されるものではなく、適宜変更可能である
。例えば、下流側給湯水量センサＳ５の上流側に逆止弁Ｋ３を設けてもよい。
【００７５】
（５）上記第２実施形態では、給湯回路Ｃ３において、上水の通流方向上流側から順に、
上流側給水電磁弁Ｋ１、上流側給湯水量センサＳ４、入水サーミスタＳ３、加熱部Ａの熱
交換器Ｎ、下流側給湯水量センサＳ５、逆止弁Ｋ３、給湯サーミスタＳ８、及び、水位セ
ンサＳ６が設けられたが、これらの弁、サーミスタ、及び、センサの配置形態は、これに
限定されるものではなく、適宜変更可能である。例えば、下流側給湯水量センサＳ５の上
流側に逆止弁Ｋ３を設けてもよく、また、浴槽サーミスタＳ７に所定の電圧を印加した時
の温度上昇率を検出することにより、浴槽Ｙ１内の湯水の水位を検出する場合では、水位
センサＳ６を省略することができる。
【００７６】
（６）上記実施形態において、図３及び図６のフローチャートにより示した湯水供給制御
部Ｈによる湯張運転の制御は、図３及び図６に示された制御内容に限定されるものではな
く、本発明の要旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。例えば、湯張指令が指令され
た後において、湯水の浴槽Ｙ１への積算供給量が予め定められた設定積算供給量となると
、給水路５から浴槽Ｙ１への上水の供給を停止して（図３の＃４、図６の＃２４）、貯留
状態判定処理を実施したが（図３の＃５、図６の＃２５）、これに限らず、低温水の供給
を停止せずに、貯留状態判定処理を実施してもよい。この場合、貯留状態判定処理におい
て、湯水貯留状態であると判定された場合には、浴槽Ｙ１へ供給する湯水を低温水から昇
温水に変更するように構成してもよい。一方、非湯水貯留状態であると判定された場合に
は、浴槽Ｙ１への低温水の供給を停止するとともに、排水栓Ｙ３は開状態であることを報
知するように構成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　以上説明したように、湯張り時において、浴槽に供給する湯水の加熱に要したエネルギ
ーが無駄になることを防止することができる風呂用給湯装置を提供することができる。
【符号の説明】
【００７８】
１　　湯水供給部
Ｃ５　給水路
Ｈ　　湯水供給制御部
Ａ　　加熱部
Ｓ１　浴槽戻りサーミスタ（湯水温検出部）
Ｓ６　水位センサ（水位検出部、貯留状態検出部）
Ｓ７　浴槽サーミスタ（湯水温検出部）
Ｔ　　貯湯タンク
Ｙ１　浴槽
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